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Abstract：Systematic and intentional instruction which is cooperated with the moral education class 

and the moral education performed by all the educational activities is required for substantial moral 

education. Therefore, we performed the learning program of the morality which was associated with 

each subject, the especially established experiential activities and the morality on the theme of respect 

of a life. As a result, a better change was seen to many pupils. In order to heighten the effect of moral 

education more, it can be said that various educational activities are related with specific moral value 

and it is effective to program a flow.

Keyword：Moral Education,  Respect for a Life,  Experiential Activity,  Moral Education Class,  

Learning Program

あり , 道徳の時間はもとより , 各教科 , 外国語活動 , 総

合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応

じて , 児童の発達の段階を考慮して , 適切な指導を行わ

なければならない。」（1）

　つまり道徳教育は , 道徳の時間だけで行われるのでは

なく , 各教科等も含めた学校の全教育活動において行わ

れなくてはならない。ここで求められているのは , 児童

の発達の段階に応じて系統的に設定されている道徳の

内容項目をもとにした意図的な指導である。しかし , 各

教科等の指導と比べ , 道徳教育では , 道徳の内容項目が

示されているにもかかわらず系統的・意図的に指導が

進められているとは言いがたいのが現状である。道徳

１.はじめに

　平成 20 年３月改訂の小学校学習指導要領では ,「生

きる力」とは ,「知・徳・体のバランスの取れた力」と

されている。学校教育において , 児童のよりよい成長を

目指す教育を進めていくためには , 学力や体力とともに

豊かな人間性を育成するための心の教育を充実させて

いかなくてはならない。

　学校教育の中で , 心の教育を担うのは道徳教育である。

道徳教育について , 小学校学習指導要領では以下のよう

に示されている。「学校における道徳教育は , 道徳の時

間を要として学校の教育活動全体を通じて行うもので
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ていることが同じではない

　「廊下を走ることは自他にとって危険だ。ルールを守

ることは大切だ。」ということを教師が指導した後の休

み時間に , 運動場で遊ぶために廊下を走って外へ出て

いってしまう児童がいる。児童は「廊下を走ってはい

けない」ということは教師の指導を通して知っていた

はずである。つまり , 道徳的な価値を知っていれば , 道

徳的実践につながっていくとは言えないのである。

　また , 廊下を走らずに , グラウンドに出たものの , 遊

具に関するルールを守らない児童もいる。こういった

児童は,「ルールを守ることとは,ろうかを走らないこと」

と捉えており , ルールを守ることをその他の場面で適用

していないのである。

　これらのようなケースは , さまざまな道徳的な価値に

ついて見られる。道徳的な価値を知らせるのではなく ,

道徳の時間を中心に道徳的な価値について考えさせ , さ

らに全教育活動を通して生活の中に適用できる道徳的

実践にしていくためには , 道徳的な価値についての全教

育活動を関連付けた指導者による意図的な指導が必要

である。

　そこで , 道徳教育を道徳の時間を含む全教育活動で系

統的・意図的に進めていくためには , これらの課題を克

服しながら , 道徳の時間とそれ以外の教育活動を連携し

た指導を行っていく必要がある。このような問題意識

から「命を大切にする心を育てること」をねらいとし

た第６学年の道徳教育について自身の実践をもとに述

べていきたい。

２. 命を大切にする心を育てる道徳教育の構成
はどのようになるのか

（１）「命を大切にする」ということとは

　この実践における「命を大切にする」ということに

ついて定義をする。本実践における「命を大切にする

とは , 自他の命の尊さを実感し , 自らの命をよりよく生

きる」ということである。

　まず , 児童が自他の生命の尊さを実感している必要が

ある。そのためには , 体験活動を行い , 身の回りにある

自然に触れ ,「命のありよう」を感じることが大切であ

る。前述のように , 道徳的な価値に関する知識は , 知っ

ていることだけでは十分ではない。「命は大切だ」「命

は１つしかない」といったことを知っている第６学年

の児童は多い。しかし , 実感を伴ったものとなっている

教育を道徳の時間を含む全教育活動で系統的・意図的

に進めていくためには , 次の３つの課題について考えて

いく必要がある。

（１）道徳教育を全教育活動で系統的・意図的に行って

いくことへの指導者の意識の不十分さがある

　道徳教育とは , 道徳の時間と全教育活動で行う道徳教

育を指すのは前述の通りであるが , 教師が道徳教育とし

て意識するのは「道徳の時間」であることが多い。そ

の結果 , 学校の全教育活動で行う道徳教育が , 意図的・

系統的に実施されるものとなり得ていない。

　各教科等において設定されている学習の内容は , 系統

的に整理され , 年間指導計画に基づいて授業されている。

同様に , 道徳の時間は , 道徳の内容項目に基づいて作成

された年間指導計画に基づいて授業がされる。一方 , 他

の教育活動において , 教師は , 児童の望ましくない言動

については振り返らせ , 望ましい言動には称賛を与える

などして , 日常的に道徳性の育成に努めているものの ,

どの場面で , どの内容項目について , 道徳教育に関わる

指導を行うのかについては , 道徳の時間と比べ明確に設

定されているわけではない。

（２）児童の道徳性を的確に評価することは簡単では

ない

　各教科等の授業では , 本時の目標に対し評価規準が設

定されている。これによって , 教師は , その時間におけ

る児童の学びは本時の目標を達成するものであったか

を評価する。この評価は授業の改善と児童の成長の把

握につながる。また , 評価問題によるテストが実施され

学習内容の定着を把握することができる。

　しかし , 道徳教育の評価は難しい。道徳の時間におい

ては , 目標ではなく「ねらい」と設定され , 児童の変容

についての方向性が示されていることが多い。評価規

準を明確に示すことができないのは , １時間の授業の中

の児童の発言や記述だけで , 児童の道徳性について , 授

業者が目標として設定する規準に達しているかどうか

を評価することが困難であるからである。また , 道徳性

は , 全ての児童がこれまでの生活経験に基づいて持って

おり , 道徳性は , 道徳の時間の場面だけではなく , 生活

の中での習慣や行為にあらわれてくる。道徳の時間の

児童の様子だけで道徳性がどのように向上しているか

を評価することは難しい。道徳性の発達を評価するに

は児童の生活全体に目を向ける必要がある。

（３）道徳的な価値を知っていることと道徳性が高まっ
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を４つの段階に分けて設定した。「ふれる段階」「気づ

く段階」「深める段階」「創る段階」の４つの段階である。

（表１）

　各段階で , 道徳の時間や各教科等の活動を関連付けた

指導によって生まれる子どもの意識を具体的に想定し ,

目指す子ども像に向けた児童の意識の変容を段階的に

目指すこととした。

③命についての体験活動の時間（ライフタイム）を特

設する。

　プログラム化にあたり,各教科等の活動だけではなく,

じっくりと命について考える学習を行うために特設の

時間を設定し , 命のありようについて感じる体験活動を

実施することとした。

④児童の変容を見取るための評価の設定

　道徳教育においては , 前述のように児童の変容を見取

ることが課題の１つである。「期待する姿に向けて児童

が変わってきたような気がする（感じる）。」といった

指導者の主観による漠然とした印象による評価ではな

らない。道徳の学習プログラム化の評価として , 次の三

点に取り組んだ。

・行動記録の充実（授業中のワークシート , 道徳ノー

ト , 行動観察の記録）

・シンプトムによる評価

とは言い難い。例えば ,「たんぽぽの根」は力強く地面

にしっかりと根を伸ばしていることを知っている児童

は多い。しかし , 地中深くまで伸び , 手では掘り起こす

ことが難しいたんぽぽの根の柔らかさに触れたことが

ある児童は少ない。その生命力の素晴らしさを感じよ

うと思えば , たんぽぽの根に沿って , そっと掘り起こし

てみる必要がある。また「生物には , １つとして同じも

のはない」のだということは知っていても , 植物の葉は

同じように見える。だが , 目を凝らしてみると同じよう

に見える葉脈も葉の大きさも色も違っている。「同じで

はないのだから当然だ。」ということが分かっていても ,

児童は何枚もの葉を比べてそのことを確認していく。

このような体験による「命そのもの」への実感が根底

に必要となってくる。

　次に , 体験を振り返ることによって , 命の性質につい

て考えることである。この体験の経験化によって「命

のありよう」が実感をともなった理解として児童の中

に蓄積される。「命とは何か」という実感を伴った理解

によってこそ ,「命を尊ぶ」という心構えが育つのである。

そして ,「自らの命をよりよく生きる」ということに向

けて , 発達段階に応じて「生き方」について考える。「夢

と生き方」を取り挙げ ,「よりよい生き方」を考え , 実

践に移していくことが , 命を大切に生きることの１つで

あると設定するからである。

（２）命を大切にする心を育てる学習のプログラム化

　命のありようについて感じる体験とその経験化のプ

ロセスを教育活動の中に取り入れるにあたっては , 道徳

の時間と体験活動等も含めた各教科等との連携を重視

して行く必要がある。そこで , 次の点を工夫しながら道

徳の時間と他の教育活動を連携させてプログラム化し

ていくこととした。

①二つの視点をもったプログラムの作成

　この実践における「命を大切にする」という点は前

述の通りである。命のありようについて体験活動を通

して学ぶという段階と , 自らの命をよりよく生きるとい

う段階である。そこで , 学習をプログラム化するにあた

り , ①「命のありようを実感・理解した上で , その尊さ

を感じる（ライフ）」②「自らの生き方を考える（キャ

リア）」という２つの視点を持ったプログラムを作成し ,

実施することとした。

②プログラムの中に意識の変容の４つの段階を設定する

　プログラムを実施していく中での児童の意識の変容

 

表１　道徳学習プログラムの児童の意識の各段階（2）
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③児童アンケートの実施

④保護者へのアンケートの実施

（５）プログラム構想図

　学習のプログラムで実施するライフタイムや各教科

等のねらい , 目指す児童の姿（学習後の思い）, それぞ

れの学習のつながりについて示し , 児童の意識の焦点化

がイメージできる図に表した。（図１）

 

 （６）プログラムを終えて

　このプログラムを終えての評価は以下の通りである。

①児童の道徳ノート , ワークシート , 行動の記録

　道徳ノートに書かれた内容を表にし , 命についての記

述についてまとめた。プログラム学習を始めた最初の

10 日間では , 命のことに関する記述をした児童は平均

7.6 人であったのに対し , 終わりの 10 日間では ,16.9 人

となっていた。

　また , 最初の記述では , 命を大きくとらえ ,「地球に

は…」「山には…」などという大きな視点から見つめて

いた児童が多かった。しかし , 後半になると身近なもの

や虫などの小さいものから , 命があることの不思議さを

見つけ , 命のありようについて捉えている記述がみら

れた。（17 名が該当）

②シンプトムによる評価

　プログラム学習前に見られたシンプトムの平均

は ,13 項目中の 2.0 項目であった。一方 , 学習後の平均

は 8．4 項目となった。すべての児童によりよい変容が

見られたが ,22 名が５つ以上の変容を示した。一方 ,

４名については , 児童は大きな変容も見られず ,13 項目

のうち５項目未満となった。

・家庭からのアンケート評価

　これらの評価を学習プログラムの途中や最終段階で

総合的に判断し , 個々の児童の変容から全体の変容の傾

向をとらえて指導に生かすようにする。

３. 命を大切にする心を育てる道徳教育のプロ
グラム学習の実際

　前述の道徳の学習プログラム化に基づいて第６学年

の児童 27 名に , 命のありようを実感・理解した上で ,

その尊さを感じる（ライフ）道徳教育の学習プログラ

ムを実践した。以下は , 学習プログラムとその実践の記

録である。

（１）プログラム名「命ってやっぱりすばらしい！」

（２）本プログラムでの育てたい子ども像	

命の不思議さ , 偉大さを感じ , すべての命を大切に

しようとする子ども

（３）プログラムの設定にあたって　

　命の大切さについて前学年において総合単元的な道

徳学習のユニットを通して考えてきた。人の命の大切

さについて考えてきたことで ,「命は一つしかない大切

なものであり一度きりしかない人生を充実したものに

したい」という考えを書く児童が多く見られていた。

しかし ,「人の命」という視点に注目してきた点と短い

期間に集中してユニットを実施したことから「すべて

の命のありよう」について , 体験を通しての価値の内在

化はまだ十分ではない。そこで本学習プログラムでは ,

「命は大切である」ということについて , 実際に命に触

れる体験活動を通じて実感させるようにする。また , 時

間の流れといった児童にとって想像しにくいものにつ

いても , モデルを使って体験活動をするなど実感を伴っ

た理解につながるようにする。道徳の時間や各教科等

との連携においては , 道徳ノートを使用し , 各授業で感

じた命の大切さについて記録していく。また , 教室には ,

プログラムで取り上げた学習の様子を掲示していく。

この二つの取組において , 学習プログラムでの学びを連

続させていくようにする。

（４）学習プログラムでの評価に関わって

　学習プログラムの評価の方法と項目は以下の通り

とした。

①児童の道徳ノート , ワークシート , 行動の記録

②シンプトムによる評価
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図１ プログラム構想図(3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

育てたい子ども像

命の不思議さ,偉大さを
感じ，すべての命を大切

にしようとする子ども 

道徳「誕生日」 

４－（５） 

自分の誕生の頃をふりか

えり今の自分が多くの人

に見守られていることを

感じさせる。 

ど ん な 命

も や が て

終 わ っ て
い く ん だ

ね。 

これまでの先輩
の活動を受け継

いでがんばらな

くては。 

楽しみだった修

学旅行もあっと
いう間に終わっ

てしまったなあ。 

命はすごく長
い時間の中で

つながってい

るんだね。 

自分の命も長い
長い歴史の中の

一つなんだね。 

家庭との連携 

日常の指導 

児童の意識 

各教科等

道徳の時間

特別活動｢委員会・ｸﾗﾌﾞ｣ 
委員会活動・クラブ活動の

運営・計画を立てる中でリ

ーダーとしての責任につ

いて考える。 

どんな命も大切

に受け継がれて
いくんだね。 

この世の中に

はまったく同

じものはない
のだね。 
植物はたくま

しいなあ。 

今生きていること

を大切にしたいな。

学級通信 

自分が生ま

れたときの

こと。 

総合的な学習
｢本地の歴史を知ろ
う｣ 
地域の史跡を回りな
がら本地地域の昔の
様子を知り，そこに
生きた先祖達から自
分たちがつながって
いることを感じる。 
 

道徳３－（３） 
「葉っぱのフレデ

ィ」 
人間の力を超えた大

いなるものに感動す

る心情を育てる。

給食指導 
1 年生の給食当番の

お手伝いをするこ

とを通して自らの

成長に気づく。 

１年生は小さいな。お世

話をしてあげないとい

けないな。 

道徳３－（１）
「お母さんへの手紙」 
生命のかけがえのなさを自
覚するとともに,人間の誕生
の喜びや死の重さについて
知り,よりよく生きようとす
る心情を育てる。 

国語 
｢生命はつながりの中で｣ 
ロボットと生きものは成

長や子孫を残すという点

で違っているということ

を理解する。 

生きものとロボット
は大きく違っている

んだ。命があるもの

はすごいね。 

よく考えてみると，

命にはいろいろな

面があるんだね。 

時 間 は 絶 え

ず流れていく

んだね。 

5 月下旬 

５月下旬 

6 月上旬 

6 月上旬 

7 月上旬 

6 月中旬 

４月下旬 

6 月中旬 

6 月中旬 

ライフタイム 
「命ってなんだろう」
命の持つ性質や命とは
何かについて話し合
う。 

ライフタイム 

「時の流れ」 

時は永遠に続き止まること

がない。常に動き続けてい

ることを感じさせる。 

ライフタイム 
「精一杯命をつなぐ」
動植物が一生懸命生き
命をつなごうとしてい
る姿をビデオや自然観
察で見る

ライフタイム 

「おなじものをさが

せ！」 

植物の根を地面から

掘り起こし同じ形の

物があるか調べる。 

(オリエンテーション)

学校行事 
｢修学旅行｣ 

小さな頃からみ

んなに大切にさ
れ成長してきたん

だ。 

学校生活で 地域・家庭で 

○ 命に関わる話題のときに真剣に話を聞こうとする。 
○ 命についての視点を持った日記を書いたり，発言をしたりす

る。（命をいただく，死なせたくない，大切にしたい，不思議

だ，一つしかない） 
○ 目に付いた生き物ついて優しくかかわろうとする。 
○ 生き物を飼うことに対して自分なりの考えを持つ。 
○ 自分の生まれる前のことに興味をもっているような，記述・

発言をする。 
○ 水やりに行くことを面倒くさがらなくなる。 
○ 積極的に生き物に関わろうとする。 

○ 家庭で命についての発言をする。 
○ 動植物の世話を一生懸命しようとする姿が見られる。 
 

図１　プログラム構想図（3）
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（７）学習の実際

　　プログラムの各段階での学習の概要と児童の様子は表２のとおりである。

 表２　プログラム名「命ってやっぱりすばらしい！」の学習の概要と児童の様子
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させることで , 児童の道徳性はさらに高まっていくとい

える。道徳の時間と , 学校の教育活動全体を通して行う

道徳教育の効果をより高めるために , 多様な教育活動を

特定の道徳的価値と関連づけ , 流れをプログラム化する

ことは有効であると言える。

　しかし , ここでは命を大切にする心を育てる学習のプ

ログラムの一部をモデルとして提示したにすぎない。

人間教育に資する道徳教育として , 児童が直接感じるこ

と , ふと立ち止まって考えることを関連付けて道徳性を

高めていくプログラムを , 別の道徳的な価値や別学年に

おいても作成し , その実践を通して有効性をさらに検討

していきたい。

引用文献

（１）文部科学省 ,『小学校学習指導要領解説　道徳編』

　　  pp.23,2008

（２）北広島町立本地小学校『本地小学校の道徳教育（研

　　 究紀要）』pp.10,2006

（３）北広島町立本地小学校 , 前掲書（2）pp.78

参考文献

（１）文部科学省 ,『小学校学習指導要領解説　道徳

　  　編』,2008

（２）新川靖「命を大切にする子どもを育てる―道徳学

　　  習プログラムを通して―」 梶田叡一『教育フォー

　　  ラム』金子書房 ,2006

③児童アンケート

　学習プログラム実施後に行った児童アンケートの結

果は以下の通りである。

肯定的な回答が多くしめ , 学習プログラムが効果的で

あったことが分かる。また , インゲンマメの世話を「よ

くした」という回答が , 生き物の世話を「よくした」に

比べて高い。インゲンマメは「ふれる段階」の理科の

学習で , 種を見比べて , 同じものはないという活動をし

たあと植えたものである。命と大きくくるよりも , 自分

とのかかわりや他との違いを認識したものについては

愛着が湧き , より積極的なかかわりをしている。

④保護者へのアンケート

　学級通信にて児童の変容の様子をアンケート調査し

た以下はその結果である。

・「子どもが家庭で生き物の世話をする」66％

（以前からしている 12％を含む）。

・「命の大切さについてよく話したり, 考えたりする」78％

（以前からしている 11％を含む）

・「命を大切にしようとする姿が見られる」89％

（以前からしている 15％を含む）

　これらの結果から , この道徳の学習プログラムを通し

て , 児童は命の持つありようを感じ , 命を大切にしよう

とする心情・意欲を持つようになってきたと考える。

５　おわりに

　道徳教育の課題をもとに , 道徳時間と全教育活動で行

う道徳教育の連携を生かした学習のプログラムの開発

及び児童の道徳性を高める有効性について述べてきた。

　体験活動を含む各教科等の教育活動において , 指導者

がどのような道徳性を育てていくかを意識して指導す

ることで , 児童は , 道徳的な価値について考える視点を

持つことできる。さらに道徳の時間との連携を図るこ

とで , 児童の視点はより明確になる。また , 道徳の時間

で深めた後 , 各教科等の授業の中で道徳的な価値を意識
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